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概  要 

 

 高分子を基材表面から直接、伸長させた高分子薄膜(ポリマーブラシ)の作製に

は、重合開始層が必要不可欠であるが、大面積処理に適さない作製手法が未だに

使われており、ポリマーブラシの大面積化を阻む要因となっていた。本技術では、

重合開始基を持つ有機シランと、ガラスの原料となるテトラアルコキシシランを

混合、調製した塗液を各種基材に特殊な前処理なしに塗布、乾燥するだけで常温・

大気中で重合開始層を大気中、大面積で形成する技術を開発した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来、重合開始層は、重合開始基を含んだ有機化合物の高温蒸気や希釈した有

機溶液を利用して形成する場合がほとんどであった。また、反応条件の精密な制

御が必要となるため、処理可能な基材の種類やサイズに制限があった。本技術は、

スプレー法やグラビア印刷といった汎用的な塗工手法を使用することができるた

め、大面積化が容易な上、耐熱性のないプラスチック基板への適用も可能である

ことから、競合技術に対する優位性は高い。 

本技術の 

有用性 

 従来技術では困難であった実用基板サイズ（50cm2以上）でのポリマーブラシ

の大気中での合成が可能。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

適用可能製品 防曇処理（メガネ、ゴーグル、光学／医療機器、太陽光パネル等） 
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